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金ケ崎中学校創立６０周年記念式典

統を次へつなげる
　金ケ崎中学校（大

おお
森
もり

啓
あき

睦
よし

校長）は
１１月９日に創立６０周年記念式典を
挙行しました。現在の金ケ崎中学校
は、当時の金ケ崎中学校、永岡中学
校、六原中学校の３校と金ケ崎中学
校高谷野原分校の併せて４校を統合
し、1965 年に創立。式典では歴代校
長と PTA 会長の計 12 人に感謝状を
贈呈し、生徒による「大地讃頌」の
全校合唱が行われました。式典後の
記念公演では、同校出身でソプラノ声
楽家の藤

ふじ
崎
さき

美
み

苗
なえ

氏による公演会が開
催され、全 9 曲を披露。藤崎氏の希
望により生徒や参加者と一緒に校歌
を歌い、会場が感動に包まれました。

伝

　岩手県農業委員会大会が 11 月８日に開かれ、町農
業委員会が農地最適化推進活動部門で２年連続で表
彰を受けました。同部門は、農地集積や遊休農地の解
消、新規農業者の参入促進のために、農地相談対応や
農地パトロール等の現地活動を積極的に展開してい
る農業委員会を表彰するものです。11 月 13 日に髙橋
寛寿町長らに受賞を報告し、更なる活躍を誓いました。

岩手県農業委員会大会表彰

地の未来を考える農

受賞報告に訪れた農業委員会の皆さん

　今年 3 月に着任した王根華中国駐札幌総領事
が金ケ崎町を表敬訪問しました。王駐総領事は「領
事館は架け橋の役割があり、長春市と金ケ崎町の
友情がさらに発展し、良い友情関係をこれからも
保っていきたい。」と挨拶し、髙橋町長は「長春
訪問時には温かいおもてなしをいただきました。
今後ますますの交流を深めたい」と話しました。

中国駐札幌総領事表敬訪問

好の架け橋に友

中国とのさらなる交流や友情を誓う

多くの人々の支えにより素晴らしい伝統を築いてきた金ケ崎中学校

　町は、明治安田生命保険相互会社から寄附金
657,200 円の贈呈を受けました。同寄附金の贈
呈は令和 4 年から続いており、今回で 3 年連続
となります。寄附金は同社の「私の地元応援募金』
で集められたもので、11 月 11 日に行われた目
録贈呈式にて富

とみ
川
かわ

公
きみ

恵
え

岩手南支社長から髙橋寛寿
町長へ手渡されました。

「私の地元応援募金」

域に元気を地

髙橋町長（右）に目録を手渡す富川岩手南支社長（左）

旭日単光章叙勲

明適正な選挙の執行へ
　宮

みや
舘
だて

敬
たかし

さん（千貫石）は平成１７年
６月から令和６年３月まで５期１９年
にわたり金ケ崎町選挙管理委員会で
尽力したことにより、旭日単光章を受
章しました。１１月１８日に金ケ崎町
役場で髙

たか
橋
はし

寛
かん

寿
じゅ

町長から勲章を伝達
されました。宮舘さんは「本当にあり
がとうございます。長年にわたり活動
できたことは、事務局や他の委員の
皆様のお力があってこそだと思って
います。自分が在職していた際に投
票区の見直しを行い、削減を検討し
たことが印象的でした。これからもよ
りよい選挙が行われるように願ってい
ます。」と喜びを語りました。

公

　小
お

澤
ざわ

賢
けん

さんは公益社団法人胆江法人会理事とし
て、多年にわたり申告納税制度の普及発展に努め
たことにより、水沢税務署長から表彰を受けまし
た。11 月 14 日には金ケ崎町役場で髙橋寛寿町
長へ報告を行い、小澤さんは「周りの方々から学
ぶ機会が多く、とても勉強になる。今後も努力を
続けていきたい」と話しました。

令和 6 年度水沢税務署長納税表彰

れからの社会に向かってこ

賞状を手に取る小澤さん（左）と髙橋町長

宮舘さん（左）と髙橋町長（右）


